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一
、
は
じ
め
に

　
『
金
葉
和
歌
集
』（
以
下『
金
葉
集
』と
略
称
。
他
の
和
歌
集
も
略
称
で
示
す
）は
、
二
度
の
返
却
を
経
て
よ
う
や
く
受
納
さ
れ
た
勅
撰
和

歌
集
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
存
す
る
写
本
は
、
各
段
階
の
形
態
を
伝
え
る
、
初
度
本
・
二
度
本
・
三
奏
本
に
大
別
で
き
る
と
さ
れ
、
最

も
流
布
し
た
二
度
本
は
さ
ら
に
細
分
化
で
き
る
と
い
う
。
か
か
る
成
立
過
程
か
ら
、『
金
葉
集
』の
伝
本
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、
入
集

歌
の
出
入
り
や
本
文
異
同
を
観
察
し
、
二
度
に
わ
た
る
返
却
に
お
い
て
手
が
加
え
ら
れ
た
個
所
の
実
態
や
、『
袋
草
紙
』な
ど
が
伝
え
る
返

却
の
理
由
を
捉
え
よ
う
と
し
て
き
た
。
初
度
本
・
二
度
本
・
三
奏
本
と
い
う
各
段
階
の
善
本
を
探
し
だ
し
て
提
供
す
る
こ
と
も
、
目
的
の

ひ
と
つ
と
さ
れ
て
き
た
。

　

本
稿
の
観
点
は
右
と
は
異
な
り
、『
金
葉
集
』じ
た
い
の
成
立
や
、
現
存
本
全
体
の
整
理
を
目
的
と
は
せ
ず
、
院
政
期
に
六
条
藤
家
の
宗

匠
と
し
て
活
躍
し
た
藤
原
清
輔
が
用
い
て
い
た
『
金
葉
集
』
の
姿
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
総
歌
数
や
配
列
、

調
査
報
告
　
一
一
七清

輔
本
『
金
葉
和
歌
集
』
の
再
建
に
向
け
て

舟
見
　
一
哉
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本
文
の
様
態
な
ど
を
具
体
的
に
考
察
す
る
た
め
に
は
、
前
提
と
し
て
考
察
・
共
有
し
て
お
く
べ
き
事
柄
が
多
く
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
れ

ら
に
つ
い
て
本
稿
は
論
じ
る
。

　
　
　
　

二
、
先
行
研
究
に
お
け
る
「
清
輔
本
」
の
認
定
と
根
拠
お
よ
び
問
題
点

　

清
輔
の
真
筆
に
か
か
る『
金
葉
集
』は
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
諸
資
料
か
ら
、
清
輔
が
書
写
し
た『
金
葉
集
』、
も
し
く
は
所
持
し

て
い
た『
金
葉
集
』が
、
か
つ
て
は
存
在
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
疑
問
の
残
る
指
摘
も
あ
る
の
で
、
先
行
研
究
を
確
認

す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。
以
下
、
清
輔
が
書
写
も
し
く
は
所
持
し
た『
金
葉
集
』を「
清
輔
本
」・「
清
輔
本『
金
葉
集
』」と
称
す
る
。

　

岡
田［1927

～1928

］は
、
伝
柳
原
業
光
筆
本（
村
上
忠
順
旧
蔵
、
現
在
の
所
在
不
明
。
以
下「
柳
原
本
」と
略
称
）を
紹
介
し
、
奥
書
の

記
述
か
ら
、
清
輔
本
が
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
柳
原
本
の
奥
書
の
一
部
を
岡
田［1927

］の
翻
刻
に
よ
っ
て
示
す
。
行
頭
の

高
低
や
改
行
位
置
は
岡
田［1927

］の
ま
ま
示
す（
小
字
を〈
〉で
、
改
丁
を 

」で
示
す
。
以
下
同
）。

〈
寫
本
云
〉〈
本
云
〉

承
安
五
年
五
月
九
日
自
書
寫
畢
校
了〈
同
校
或
本
了
〉

以
俊
頼
自
筆
本
重
校
了　
〈
同
年
五
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
河
院
百
首
歌
校
合
了
〉

　
　
　
〈
以
大
進
殿
本
校
了　

朱
筆
彼
本
勘
物
也
〉

木
工
歌
校
散
木
集
了
、
付
件
説
歌
以
別
紙
書
入
了
、
此
等
如
本  
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安
元
ゝ
年
八
月
廿
二
日
自
筆
寫
了
、
此
本
皇
后
宮
亮
本
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
納
言
顕
―　
〈
御
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
校
了
〉　　
　
　

」

岡
田［1927

］は
、「
大
進
殿
」を
藤
原
清
輔
、「
皇
后
宮
亮
」を
藤
原
季
経
、「
小
納
言
顕
―
」を
藤
原
顕
家
と
比
定
す
る
。
諸
記
録
の
記
述
と

合
致
し
て
お
り
、
人
名
の
比
定
は
妥
当
で
あ
る
。「
大
進
殿
本
」で
校
合
し
た
と
の
既
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
清
輔
本『
金
葉
集
』が

存
在
し
て
い
た
と
推
定
し
た
。
そ
の
後
の
研
究
も
こ
の
見
解
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
点
の
妥
当
性
は
後
に
再
考
す
る
。

　

松
田
［1956

］
は
、
柳
原
本
の
奥
書
に
も
触
れ
つ
つ
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
蔵
本
（
存
巻
一
～
三
、六
～
一
〇
、
函
架
番
号
Ⅰ

-16

）を
紹
介
し
、
そ
の
奥
書
か
ら
、
か
つ
て
清
輔
自
筆
の『
金
葉
集
』が
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
当
該
本
の
奥
書
の
一
部
を
松
田［1956

］の

翻
刻
に
よ
っ
て
示
す
。

建
長
元
年
十
二
月
十
四
、
以
大
宮
三
位
人
道〈
知
家
卿
〉本
書
写
之
。

件
本
以
清
輔
自
筆
本
所
書
也〈
云
ゝ
〉。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
教〈
在
判
〉

文
脈
か
ら
も「
清
輔
自
筆
本
」と
は
清
輔
自
筆
の『
金
葉
集
』で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
明
教
の
記
述
を
信
じ
れ
ば
、
清
輔
本『
金
葉
集
』

が
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
と
推
定
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。

　

次
い
で
松
田［1972

］は
、
当
該
本
と
同
じ
奥
書
を
も
つ
完
本
を
見
出
し
て
紹
介
し
た
。
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
蔵
本
が
残
欠
本
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で
あ
る
だ
け
に
貴
重
な
発
見
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
完
本
は
そ
の
後
所
在
不
明
と
な
り
、
以
降
の
研
究
者
は
松
田［1972

］の
考
察
と
引
用
本

文
を
参
照
す
る
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

平
澤［1976

］は
、『
金
葉
集
』の
写
本
を
広
く
蒐
集
調
査
す
る
な
か
で
、
柳
原
本
と
同
じ
奥
書
を
も
つ
写
本
を
複
数
紹
介
し
、
歌
数
、
歌

の
出
入
り
、
勘
物
の
比
較
検
討
を
進
め
た
。
平
澤［1976

］は
、
柳
原
本
と
同
じ
奥
書
は「
清
輔
本
系
の
奥
書
」と
呼
び
、
建
治
奥
書
本
は「
建

長
二
年
明
教
奥
書
・
建
治
二
年
證
悟
奥
書
を
も
つ
清
輔
自
筆
本
系
統
」と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
る
。

　

以
上
の
先
行
研
究
は
、
奥
書
の
記
述
を
根
拠
と
し
た
考
察
で
あ
り
、
手
続
き
に
は
問
題
は
な
い
。
し
か
し
以
下
の
論
考
は
、
論
証
の
手

続
き
じ
た
い
に
疑
問
を
も
つ
。
い
ず
れ
も
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
伝
為
家
筆
本（
以
下
、
國
學
院
本
と
略
称
）を
め
ぐ
る
論
で
あ
る
。

　

國
學
院
本
は
、
列
帖
装（
綴
葉
装
）二
帖
か
ら
な
る
完
本
。
鎌
倉
時
代
中
期
頃
写
。
武
田
祐
吉
旧
蔵
本
で
あ
る
。
國
學
院
本
の
書
誌
を
初

め
て
公
開
し
た
の
は
、『
國
學
院
大
学
図
書
館
蔵
武
田
祐
吉
博
士
旧
蔵
善
本
解
題
』で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は「
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
」と
い
う

名
称
で
紹
介
さ
れ
、
解
題（
菊
地
仁
）に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

蔵
書
印
な
ど
も
な
く「
清
輔
本
」と
呼
ば
れ
た
経
緯
は
ま
っ
た
く
不
明
だ
が
、
こ
の
名
称
は
金
葉
和
歌
集
の
成
立
時
期
か
ら
さ
ほ
ど

隔
た
ら
ぬ
六
条
藤
家
の
代
表
的
な
歌
人
に
由
来
す
る
点
で
、
き
わ
め
て
重
大
な
意
味
を
持
つ
。（
…
中
略
…
）
さ
ら
に
注
意
を
喚

起
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ほ
ぼ
全
巻
に
及
ぶ
書
入
れ
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
作
者
略
伝
な
ど
を
内
容
と
し
、
本
文
と
同
筆
で

二
二
四
首
の
和
歌
に
わ
た
っ
て
施
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
平
沢
五
郎
氏『
金
葉
和
歌
集
の
研
究
』が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
通
り
、
同

種
の
書
入
れ
は
前
述
の
安
元
元（
三
）年
奥
書
を
も
つ
柳
原
業
光
筆
本
や
陽
明
文
庫
蔵
室
町
末
写
八
代
集
本
な
ど
に
も
見
ら
れ（
た

だ
し
本
書
は
各
巻
頭
の
歌
員
註
記
を
欠
い
て
い
る
）、
お
そ
ら
く
は
六
条
家
所
伝
本
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
有
す
る
同
一
源
か
ら

派
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
場
合
、
書
入
れ
が
和
歌
の
頭
脚
に
分
載
さ
れ
、
清
輔
本
古
今
和
歌
集
の
体
裁
と
も
酷
似
す
る
。
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こ
の
あ
た
り
に
も
、「
清
輔
本
」命
名
の
必
然
性
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
二
度
本
金
葉
和
歌
集
の
な
か
で

も 

”六
条
家
本＂
の
面
影
を
と
ど
め
る
貴
重
な
資
料
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。

　

國
學
院
本
は
そ
の
後
、
國
學
院
大
學
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
画
像
が
公
開
さ
れ
、『
國
學
院
大
學
貴
重
書
影
印
叢
書　

第

一
巻
』と
し
て
影
印
公
開
も
さ
れ
た
。
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
書
誌
情
報
を
見
て
も
、
國
學
院
本
を「
清
輔
本
」と
称
し
て
き
た
経
緯
は
確

か
に
不
明
で
あ
る
。
近
代
の
メ
モ
な
ど
が
同
梱
さ
れ
て
い
る
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
解
題
を
み
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
も
無
い
ら

し
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
清
輔
本
」と
称
す
る
理
由
は
、
清
輔
本
に
よ
っ
て
校
合
さ
れ
た
こ
と
が
奥
書
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
る
柳

原
本
な
ど
に
あ
る
勘
物
と「
同
種
」の
勘
物
が
國
學
院
本
に
も
あ
る
こ
と
、
頭
脚
に
勘
物
を
書
く
紙
面
形
式
が
清
輔
本『
古
今
集
』と
酷
似
す

る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
ら
し
い
。前
者
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、例
示
が
な
い
た
め
判
断
が
で
き
な
い
。後
者
の
根
拠
は
、片
仮
名
本『
後
撰
集
』

な
ど
の
存
在
か
ら
、
突
飛
な
発
想
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
清
輔
に
由
来
す
る
勘
物
の
み
を
、
清
輔
と
は
無
関
係
の
写
本（
例
え
ば
定
家
本
）

に
転
記
し
た『
古
今
集
』や『
伊
勢
物
語
』が
あ
り（
川
上［1999

］・
舟
見［2008

］・
同［2011

］・
片
桐［1968

］・
舟
見［2010

］）、
そ
の
よ
う

な『
古
今
集
』や『
伊
勢
物
語
』を「
清
輔
本
」と
は
呼
ば
な
い
こ
と
と
抵
触
す
る
。
よ
っ
て
、「
清
輔
本
」と
称
し
て
き
た
こ
と
を
踏
襲
し
、「
清

輔
本
金
葉
和
歌
集
」と
い
う
書
名
を
付
け
る
こ
と
に
疑
問
が
残
る
。

　

そ
の
後
、
國
學
院
本
の
勘
物
に
つ
い
て
分
析
し
た
菊
地［1985
］が
出
た
。
國
學
院
本
の
勘
物
と
、
平
澤［1976

］が
紹
介
し
た
柳
原
本
と

同
種
の
奥
書
を
も
つ
陽
明
文
庫
蔵
八
代
集
本
の
勘
物
と
を
比
較
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
例
示
が
な
い
ま
ま
、「
基
本
的
に
は
同
系
統
で

あ
る
が
、
特
に
歌
集
後
半
部
に
お
い
て
は
、
陽
明
文
庫
蔵
本
と
か
な
り
相
違
す
る
点
も
見
ら
れ
る
」と
の
結
論
の
み
を
示
す
。「
基
本
的
に

は
同
系
統
」だ
が
後
半（
後
の
記
述
に
よ
る
と
巻
七
以
降
）で
は
相
違
す
る
と
は
ど
う
い
う
状
態
な
の
か
、
や
は
り
例
示
が
な
い
た
め
に
理

解
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
稿
者
が
混
乱
す
る
の
は
、
清
輔
が
関
与
し
た
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る『
後
拾
遺
集
』（
陽
明
文
庫
蔵
伝
二
条
為
世
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筆
本
）の
勘
物
と
、
國
學
院
本
の
勘
物
と
を
比
較
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
金
葉
集
』の
伝
本
同
士
を
比
較
せ
ず
、
先
に『
後
拾
遺
集
』と

い
う
別
の
作
品
と
の
比
較
を
行
う
手
順
に
は
飛
躍
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
作
業
を
行
う
前
に
、
國
學
院
本
の
勘
物
が
清
輔
に
由
来

す
る
も
の
か
ど
う
か
を
具
体
的
に
検
証
す
る
の
が
正
し
い
手
順
で
あ
る
。

　

畠
山［2012
］も
、
菊
地［1985

］を
踏
ま
え
、
國
學
院
本
の
勘
物
と
、
清
輔
が
関
与
し
た
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る『
後
拾
遺
集
』（
陽
明
文

庫
蔵
伝
二
条
為
世
筆
本
）と
の
比
較
を
改
め
て
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
菊
地［1985

］と
は
異
な
り
、
両
者
が
一
致
し
な
い
例
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、「
二
つ
の
勘
物
が
同
一
系
統
で
あ
る
こ
と
は
お
お
む
ね
認
め
ら
れ
る
が
、
相
違
す
る
点
も
多
く
み
ら
れ
、
一
概
に
近
似

し
て
い
る
と
も
言
い
難
い
。
全
体
的
に『
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
』勘
物
の
ほ
う
が
情
報
量
が
多
く
、
後
世
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
可
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
結
論
づ
け
る
。
國
學
院
本
の
勘
物
が
清
輔
に
由
来
す
る
か
ど
う
か
検
証
が
な
い
点
は
同
じ
で
、
手

続
き
に
問
題
が
あ
り
、
菊
地［1985
］の
出
し
た
結
論
と
の
相
違
が
何
を
意
味
す
る
か
、
分
か
ら
な
い
。

　

稿
者
は「
國
學
院
本
は
清
輔
本
で
は
な
い
」と
主
張
し
た
い
の
で
は
な
い
。
清
輔
本
と
称
す
る
た
め
に
開
示
さ
れ
る
べ
き
検
討
結
果
が
な

い
ま
ま
、
國
學
院
本
は
清
輔
本
で
あ
る
と
の
見
方
が
通
説
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
。
國
學
院
本
の
性
格
が
判
然
と
す
る
ま
で

は
、例
え
ば『
や
ま
と
う
た
一
千
年
』の
解
題
の
よ
う
に「
金
葉
和
歌
集　

伝
藤
原
為
家
筆
」と
称
し
て
お
く
の
が
よ
い
。
な
お
、菊
地［1985

］

以
降
に
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
舟
見［2014

］に
お
い
て
、
清
輔
が
関
与
し
た
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る『
後
拾
遺
集
』（
陽
明
文
庫
蔵
伝

二
条
為
世
筆
本
）
に
は
、
定
家
本
由
来
の
勘
物
と
、
清
輔
本
由
来
の
勘
物
の
二
種
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
國
學
院
本
の
勘

物
が
、『
後
拾
遺
集
』（
陽
明
文
庫
蔵
伝
二
条
為
世
筆
本
）の
勘
物
と
一
部
一
致
す
る
と
い
う
結
果
は
、
舟
見［2014

］へ
の
反
証
と
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
國
學
院
本
の
勘
物
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
後
で
行
わ
れ
る
べ
き
作
業
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
清
輔
が
書
写
し
た『
金
葉
集
』、
も
し
く
は
所
持
し
て
い
た『
金
葉
集
』の
様
態
を
、
清
輔
本
に
関
わ
る
記
述
が
奥
書
に
あ
る

と
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
写
本
を
用
い
て
、
改
め
て
考
え
て
み
る
。
二
種
に
大
別
し
う
る
奥
書
の
解
釈
を
行
い
、
清
輔
本
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を
再
建
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
写
本
を
ど
の
よ
う
に
使
え
ば
よ
い
か
と
い
う
見
通
し
を
示
し
て
い
く
。

　
　
　
　

三
、「
清
輔
本
」
に
関
わ
る
奥
書　

そ
の
一

　

松
田［1956
］が
紹
介
し
た「
件
本
以
消
輔
自
筆
本
所
書
也
」と
の
文
言
を
も
つ
奥
書
か
ら
検
討
す
る
。
同
じ
奥
書
を
も
つ
写
本
は
、
平
澤

［1976

］で
紹
介
さ
れ
た
も
の
に
加
え
て
、
次
の
三
本
が
確
認
で
き
る
。

・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
正
宗
敦
夫
文
庫
本（
残
欠
本
・
函
架
番
号
Ⅰ
・
16
）

・
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
蔵
本（911.1355.K

i48B

）

・
日
光
輪
王
寺
天
海
蔵
本

　

三
本
に
共
通
す
る
奥
書
を
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
蔵
本
で
示
す
。『
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
古
典
籍
資
料
目

録　

歌
書
編（
一
）』の
書
影
に
基
づ
き
、
私
に
句
読
点
を
施
し
、
①
②
と
番
号
を
振
る
。
な
お
、
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
蔵
本
は
、

松
田［1972

］が
紹
介
し
、
そ
の
後
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
た
写
本
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
松
田［1972

］に
掲
載
し
て

い
る「
清
輔
本
」の
巻
第
一
巻
頭
部
分
見
開
き
の
書
影
を
、『
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
古
典
籍
資
料
目
録　

歌
書
編（
一
）』

や『
や
ま
と
う
た
一
千
年
』の
書
影
と
比
較
す
る
と
、
筆
跡
、
法
量
、
冊
数
、
表
紙
文
様
、
題
箋
、
一
面
行
数
が
一
致
す
る
。
た
だ
し
紙
数

は
、
松
田［1972

］が「
見
返
し
は
金
。
前
後
と
中
間
に
白
紙
が
一
葉
ず
つ
あ
る
。
墨
付
百
四
十
五
葉
」と
す
る
が
、『
日
本
大
学
総
合
学
術

情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
古
典
籍
資
料
目
録　

歌
書
編（
一
）』は「
全
一
四
四
丁
。
遊
紙
は
、
首
尾
各
一
丁
。」と
し
て
お
り
、
相
違
が
あ
る
。
こ



― 262 ―

の
違
い
か
ら
、
一
方
が
一
方
の
模
写
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
見
で
き
て
お
ら
ず
分
か
ら
な
い
。
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
蔵

本
の
精
査
が
俟
た
れ
る
。

此
集
、
白
河
院
御
譲
位
之
末
、
木
工
頭
源
俊
頼
朝
臣
、
依

院
宣
撰
之
。
天
治
元
年　

月　

日
奉
之
、
大
治
二
年
奉
之
。

奏
覧
之
後
、
再
三
改
直
之
間
、
本
ゝ
説
ゝ
多
以
相
違
。
但

如
此
草
子
者
、
和
歌
六
百
六
十
三
首
、
内
返
歌
十
五
首
、

連
歌
廿
首
也
。
如
朱
筆
之
本〈
秘
本
〉者
、
和
歌
六
百
四
十

八
首
、
内
返
歌
十
四
首
、
連
歌
十
八
首
也
。
如
現
在
和
歌
目

録
者
、
和
歌
六
百
五
十
四
首
、
連
歌
十
六
首
也
。
以
木
工
頭

自
筆
之
本
勘
合
畢
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」 

…
①

建
長
元
年
十
二
月
十
四
日
、
以
大
宮
三
位
入
道〈
知
家
卿
〉

本
書
者
之
。
件
本
以
清
輔
自
筆
本
所
書
也〈
云
ゝ
〉。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
教〈
在
判
〉 

…
②

　
　
（
※
１
行
空
白
）

先
人
奥
書
之
本
令
相
伝
之
所
、
去
文
永
七
年
之
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比
、
為
或
好
士
被
借
失
畢
。
仍
借
請
他
人
書
写
之
本
、

為
支
至
要
所
染
筆
也
。

建
治
元
年
二
月
廿
二
日　
　
　

證［　

］〈
在
判
〉　　
　
　
　
　
　

」 

…
③

　

以
下
、
私
に
こ
の
奥
書
を
Ａ
類
奥
書
と
呼
ぶ
。

　

ま
ず
人
名
か
ら
確
認
す
る
。
②
の「
大
宮
三
位
入
道〈
知
家
卿
〉」は
九
条
知
家
。
藤
原
顕
家
息
で
、
人
麿
影
を
相
伝
し
た
六
条
藤
家
の
歌

人
で
あ
る（
鈴
木［1977

］・
同［1978

］・
佐
々
木［1988

］）。
②
の
署
名「
明
教
」は
、『
続
古
今
集
』の
一
八
三
六
番
に
入
集
し
て
い
る
明
教

法
師（
葉
室
光
氏
）か
。
佐
藤［2008
］の
指
摘
す
る
よ
う
に
、早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵『
続
古
今
和
歌
集
目
録
』（
二
５
・
一
〇
九
一
）に
、「『
入

道
』明
教　

一
首
。『
俗
名
光
氏
、
前
丹
後
守
』、
按
察
使
光
親
末
男
、
母
修
明
門
院
大
弐
」と
み
え
る（『
』は
小
字
朱
筆
）。
真
観
の
異
母
弟

で
あ
る
。
福
田［1972

］の
指
摘
す
る
通
り
、
真
観
ら
反
御
子
左
派
の
歌
人
た
ち
は
知
家
所
持
の
歌
書
を
書
写
し
て
い
た
。
そ
の
真
観
と
血

縁
関
係
に
あ
り
、
知
家
本
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
②
の
明
教
は
葉
室
光
氏
が
適
当
で
あ
ろ
う
（
な
お
、
母
の
修
明
門
院
大

弐
は
法
印
成
清
の
娘
で
、
顕
昭
の
弟
子
で
あ
る
幸
清
が
兄
弟
に
い
る
）。
③
の
署
名「
證［　

］」は
、
他
本
に
よ
り「
證
悟
」と
わ
か
る
。
證

悟
は
、『
吾
妻
鏡
』弘
長
三
年
二
月
八
日
条
で
、
北
条
政
村
の
常
盤
邸
に
て
行
わ
れ
た
千
首
和
歌
会
に
真
観
・
寂
恵
ら
と
同
座
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
證
悟
法
師
か
。
歌
書
等
を
書
写
し
た
事
績
は
確
認
で
き
な
い
が
、
真
観
と
も
交
流
の
あ
る
歌
詠
み
で
あ
る
。

　

次
に
内
容
の
読
解
に
う
つ
る
。
②
に
よ
る
と
、
建
長
元
年（1249
）、
明
教
は「
大
宮
三
位
人
道〈
知
家
卿
〉本
」を
写
し
た
。
明
教
が
み
た

知
家
本
は
、「
件
本
以
清
輔
自
筆
本
所
書
也
云
ゝ
」と
あ
る
の
で
、
知
家
が「
清
輔
自
筆
本
」を
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

①
は
明
教
が
み
た
知
家
本
に
既
に
あ
っ
た
記
述
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
清
輔
自
筆
本
に
あ
っ
た
清
輔
が
書
い
た
記
述
か
（
つ
ま
り

知
家
が
清
輔
自
筆
本
に
あ
っ
た
記
述
を
転
記
し
て
お
い
た
も
の
）、
知
家
が
転
写
し
た
際
に
自
分
で
加
え
た
記
述
か
、
あ
る
い
は
全
く
別
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の
者
が
書
い
た
も
の
か
、
署
名
等
が
な
く
、
Ａ
類
奥
書
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。
①
の
大
意
は
次
の
通
り
。

『
金
葉
集
』
は
奏
覧
後
に
も
再
三
の
改
訂
が
加
え
ら
れ
た
た
め
、
諸
本
の
相
違
が
甚
だ
し
い
。「
此
草
子
」
は
和
歌
総
数
六
六
三
首
、

そ
の
う
ち
返
歌
一
五
首
、
連
歌
二
〇
首
で
あ
る
。「
朱
筆
之
本〈
秘
本
〉」で
は
和
歌
総
数
六
四
八
首
、
そ
の
う
ち
返
歌
一
四
首
、
連

歌
一
八
首
で
あ
る
。「
現
在
和
歌
目
録
」で
は
和
歌
総
数
六
五
四
首
、連
歌
一
六
首
で
あ
る
。
俊
頼
自
筆
本
に
よ
っ
て
勘
合
を
し
た
。

　
「
此
草
子
」・「
朱
筆
之
本〈
秘
本
〉」・「
現
在
和
歌
目
録
」の
歌
数
と
内
訳
を
列
挙
し
て
い
る
。「
此
草
子
」と
は
転
写
す
る
と
き
に
用
い
た

親
本
を
指
す
の
だ
ろ
う
。「
朱
筆
之
本〈
秘
本
〉」は
、
前
掲
の
柳
原
本
な
ど
に
歌
数
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る「
朱
筆
本
」と
い
う
注
記
と
の

関
連
が
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
判
然
と
し
な
い（
岡
田［1927

～1928

］・
平
澤［1976

］）。「
現
在
和
歌
目
録
」は
、
清
輔
・
顕
昭
・
経
平

の
編
集
に
か
か
る『
和
歌
現
在
書
目
録
』を
指
す
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
和
歌
現
在
書
目
録
』の「
金
葉
集
」の
項
に
は「
六
百
五
十
四
首
、

此
外
連
歌
十
六
首
」と
あ
る
の
で
歌
数
は
一
致
す
る
。
た
だ
し
、『
和
歌
現
在
書
目
録
』の
書
名
は
、「
古
蹟
歌
書
目
録
」で
も
、
現
存
本
の

祖
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る
彰
考
館
蔵
本
の
内
題
で
も「
和
歌
現
在
書

0

0

0

0

0

目
録
」と
あ
り
、「
現
在
和
歌

0

0

0

0

目
録
」で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
奥
書
の
い

う「
現
在
和
歌
目
録
」は
書
名
で
は
な
く「
現
在
ノ
和
歌
目
録
」と
い
っ
た
意
で
、
勅
撰
集
に
附
属
す
る
歌
数
な
ど
の
目
録（『
後
拾
遺
和
歌
集

目
録
序
』の
伝
え
る「
後
拾
遺
集
目
録
」の
よ
う
な
も
の
）を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

清
輔
が
①
を
書
い
た
の
な
ら
ば
、
俊
頼
自
筆
本
と
の
校
合
も
清
輔
の
所
為
と
な
る
の
で
、
校
合
も
含
め
た
姿
と
し
て
清
輔
本
は
再
建
さ

れ
る（
俊
頼
本
や
基
俊
本
に
よ
る
校
合
を
清
輔
が
行
っ
た
、
承
安
三
年
清
輔
本『
後
撰
集
』を
想
起
さ
れ
た
い
。
杉
谷［1971

］・
舟
見［2006

］

参
照
）。
し
か
し
、
知
家
が
①
を
書
い
た
の
な
ら
ば
、
俊
頼
自
筆
本
と
の
校
合
は
知
家
が
行
っ
た
所
為
で
あ
る
か
ら
、
清
輔
本
に
は
俊
頼

自
筆
本
と
の
校
合
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
再
建
さ
れ
る
姿
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
③
の
内
容
に
つ
い
て
。
②
が
な
く
③
は
あ
る
と
い
う
写
本
は
確
認
で
き
ず
、
②
と
は
別
種
の
奥
書
と
③
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
写
本

も
確
認
で
き
な
い
た
め
、②
明
教
奥
書
と
③
證
悟
奥
書
は
、連
続
し
て
読
む
べ
き
セ
ッ
ト
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
證
悟
は「
先
人
奥
書
之
本
」
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そ
の
も
の
を
相
伝
し
て
い
た
。「
先
人
奥
書
之
本
」と
は
、
①
②
の
奥
書
を
も
つ
写
本
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
本
を
貸
し
た
人
物
が

紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
同
じ
相
伝
本
を
転
写
し
て
い
た「
他
人
書
写
之
本
」を
借
り
て
写
し
た
と
い
う
。
證
悟
の
い
う
転
写
の
経
緯

か
ら
す
る
と
、「
他
人
書
写
之
本
」が
明
教
本
を
ど
の
程
度
丁
寧
に
転
写
し
た
か
わ
か
ら
な
い
点
に
不
安
が
残
る
。
写
本
に
お
い
て
本
文
異

同
が
生
じ
る
の
は
常
の
こ
と
で
あ
り
、
殊
更
こ
の
よ
う
な
注
意
は
不
要
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
蔵
本
は
鎌

倉
時
代
中
期
頃
の
古
写
本
で
あ
る
け
れ
ど
も
、「
他
人
書
写
之
本
」を
経
由
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、「
他
人
書
写
之
本
」の
転
写
態
度
に
よ
っ

て
は
、
信
頼
し
難
い
本
文
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
室
町
時
代
末
期
写
と
さ
れ
る
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
正
宗
敦
夫
文
庫
本
残
欠

本
で
も
同
様
。
反
対
に
、
日
光
輪
王
寺
天
海
蔵
本
は
、
江
戸
時
代
前
期
頃
の
写
し
で
あ
り
、
書
写
奥
書
は
な
い
け
れ
ど
も
、
①
②
の
み
が

あ
り
、
③
證
悟
奥
書
が
な
い
の
で
、
③
の
欠
脱
で
は
な
い
な
ら
ば
、
③
に
い
う
経
緯
を
経
ず
、
明
教
本
の
流
れ
を
直
接
汲
む
写
本
で
あ
る

可
能
性
も
あ
り
、
書
写
年
代
こ
そ
新
し
い
け
れ
ど
も
先
の
二
本
に
劣
ら
ぬ
写
本
と
し
て
慎
重
に
扱
う
の
が
よ
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
Ａ
類
奥
書
を
も
つ
三
本
に
よ
っ
て
、
単
純
化
す
る
と
、
證
悟
本
→
明
教
本
→
知
家
本
→
清
輔
自
筆
本
と
い
う
流
れ
で

清
輔
自
筆
本
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
俊
頼
自
筆
本
と
の
校
合
を
含
め
て
再
建
す
べ
き
か
否
か
は
、
①
の
記

述
者
を
誰
と
認
定
す
る
か
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
総
歌
数
に
つ
い
て
は
、
奥
書
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。

「
此
草
子
」・「
朱
筆
之
本〈
秘
本
〉」・「
現
在
和
歌
目
録
」の
歌
数
と
内
訳
を
記
し
て
は
い
る
が
、
ど
れ
を
是
と
し
た
の
か
書
か
れ
て
は
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
現
存
写
本
の
歌
数
か
ら
考
え
る
ほ
か
な
い
。

　

さ
て
、
こ
の
三
本
に
は
、
國
學
院
本
に
あ
る
よ
う
な
勘
物
（
國
學
院
本
を
清
輔
本
と
認
定
し
て
き
た
根
拠
の
ひ
と
つ
）
が
、
一
切
無
い
。

で
は
、
清
輔
本『
金
葉
集
』と
い
う
も
の
は
勘
物
の
な
い
写
本
だ
っ
た
の
か
。
清
輔
本
を
再
建
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
一
番
の
難
問
と
予
想

さ
れ
る
こ
の
点
に
つ
き
、
別
種
の
奥
書
を
も
つ
写
本
群
に
基
づ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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四
、
清
輔
本
に
関
わ
る
奥
書　

そ
の
二

　

岡
田［1927

～1928

］が
紹
介
し
た「
以
大
進
殿
本
校
了　

朱
筆
彼
本
勘
物
也
」と
の
文
言
を
も
つ
奥
書
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
同
じ
奥

書
を
も
つ
写
本
は
、
平
澤［1976

］で
紹
介
さ
れ
た
次
の
五
本
が
あ
る（
そ
の
他
に
も
一
部
が
類
似
す
る
写
本
も
あ
る
が
、
現
物
や
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
等
で
確
認
で
き
た
も
の
の
み
を
対
象
に
考
察
す
る
）。

・
伝
柳
原
業
光
筆
本（
岡
田［1927

］）

・
陽
明
文
庫
蔵
八
代
集
本

・
陽
明
文
庫
蔵
宗
牧
等
寄
合
書
八
代
集
本

・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本（210-667

）

・
九
州
大
学
附
属
図
書
館
細
川
文
庫
蔵
八
代
集
本

　

従
来
か
ら
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
陽
明
文
庫
蔵
八
代
集
本
に
よ
っ
て
、
五
本
に
共
通
す
る
奥
書
部
分
を
示
す
。
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
、
行
頭
の
高
低
や
改
行
位
置
は
本
の
ま
ま
と
す
る
。
な
お
②
以
降
に
も
頓
阿
の
奥
書
等
が
続
く
が
、
以
降
の
考
察

に
直
接
関
わ
ら
な
い
の
で
省
略
す
る
。

本
云

　

承
安
五
年
五
月
九
日
自
書
寫
畢
校 

〈
同
校
或
本
了
〉
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以
俊
頼
自
筆
本
重
校
訖　
〈
同
年
五
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

堀
川
院
百
首
哥
校
合
了
〉

　
　

以
大
進
殿
本
校 

　

朱
筆
彼
本
勘
物
也 

←
ⓐ

　

木
工
哥
校
散
木
集
了
、
付
件
説
歌
以
別
帋
書
入
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
此
等
如
本
〉 

…
①  

　
　
　

安
元
ゝ
年
八
月
廿
二
日
自
筆
寫
訖
、
此
本
皇
后
宮
亮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
納
言
顕
―　
〈
御
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
校 

〉　　
　
　
　

」   

…
②

　

以
下
、
私
に
こ
の
奥
書
を
Ｂ
類
奥
書
と
呼
ぶ
。

　

Ｂ
類
奥
書
に
つ
い
て
は
、
岡
田［1927

］、
松
田［1956
］、
平
澤［1976

］、
浅
田［1994

］、
海
野［2012

］、
渡
邉［2014

］に
も
考
察
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
解
釈
し
て
い
く
。
先
述
の
と
お
り
、
①
の「
大
進
殿
」は
藤
原
清
輔
、
②
の「
少
納
言
顕
―
」は
藤
原
顕

家
、「
皇
后
宮
亮
」は
藤
原
季
経
で
あ
る
。

　

Ｂ
類
奥
書
を
も
つ
写
本
に
は
種
々
の
勘
物
が
あ
る
。
こ
れ
は
ⓐ「
以
大
進
殿
本
校
　

朱
筆
彼
本
勘
物
也
」と
い
う
作
業
の
結
果
で
あ
る

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
問
題
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
右
の
陽
明
文
庫
蔵
八
代
集
本
で
は
、
ⓐ
の
一
文
が

他
よ
り
も
一
文
字
低
い
位
置
か
ら
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
次
行
と
の
間
に
、
他
の
部
分
よ
り
も
や
や
広
く
行
間
が
取
ら
れ
て
も
い
る
。
こ

の
よ
う
な
ⓐ
の
書
き
方
に
は
違
和
感
が
あ
る
の
で
、
他
本
で
の
書
き
方
と
比
較
し
て
み
る
。
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陽
明
文
庫
蔵
宗
牧
等
寄
合
書
八
代
集
本
で
は
、
ⓐ
は
行
間
に
小
字
で
書
か
れ
て
い
る（
ま
た「
朱
筆
」の
文
字
や「
同
年
五
月
十
二
日
堀
川

院
百
首
哥
校
合
了
」と
い
う
小
字
も
な
い
）。

〈
本
云
〉

承
安
五
年
五
月
九
日
自
書
寫
畢
校
〈
同
校
或
本
了
〉

以
俊
頼
自
筆
本
重
校
畢

〈
以
大
進
殿
本
校
畢
彼
本
勘
物
也
〉

木
工
哥
校
散
木
集
付
件
説
哥
以
別
紙
書
入
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
此
等
如
本
〉

安
元
ゝ
年
八
月
廿
二
日
自
筆
寫
訖
、
此
本
皇
后
宮
亮
本
也　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
納
言
顕
―
〈
御
判
、
一
校
セ
リ
〉

　

柳
原
本
で
も
ⓐ
は
行
間
小
字
書
き
で
あ
り
、
本
行
よ
り
も
低
い
位
置
に
書
か
れ
て
い
る
。
岡
田［1927

］の
翻
刻
に
よ
っ
て
示
す
。

〈
寫
本
云
〉〈
本
云
〉

承
安
五
年
五
月
九
日
自
書
寫
畢
校
了　
〈
同
校
或
本
了
〉

以
俊
頼
自
筆
本
重
校
了　
〈
同
年
五
月
十
二
日
堀
河
院
百
首
歌
校
合
了
〉

　
　
　
〈
以
大
進
殿
本
校
了
、
朱
筆
彼
本
勘
物
也
〉
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木
工
哥
校
散
木
集
了
、
付
件
説
哥
以
別
紙
書
入
了
、
此
等
如
本

安
元
ゝ
年
八
月
廿
二
日
自
筆
寫
了
、
此
本
皇
后
宮
亮
本
也　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
納
言
顕
―
〈
御
判
、
一
校
了
〉

　

九
州
大
学
附
属
図
書
館
細
川
文
庫
蔵
本
に
は
ⓐ
が
な
い
。
ま
た
他
の
行
間
小
字
が
す
べ
て
本
行
に
書
か
れ
て
い
る
。
国
文
学
研
究
資
料

館「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」の
画
像
に
よ
っ
て
翻
刻
を
示
す
。

本
云承

安
五
年
五
月
九
日
自
書
寫 
校
了
、
同

校
或
本
、
以
俊
頼
自
筆
之
本
重
校
了
、
同

年
五
月
十
二
日
堀
河
院
百
首
哥
校
合
了
、

木
工
哥
校
散
木
集
付
件
説
哥
以
別
紙
書

入
了

　
　

安
元
ゝ
年
八
月
廿
二
日
自
筆
寫
了
、
此
本

　
　

皇
后
宮
亮
本
也

　
　
　
　
　
　
　
　

少
納
言
顕
―
御
判

　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
に
も
ⓐ
が
な
く
、
一
行
の
空
白
が
取
ら
れ
て
い
る
。「
本
云
」も
な
い
。
ま
た
他
の
行
間
小
字
が
す
べ
て
本
行
に
書
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か
れ
て
い
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」の
画
像
に
よ
っ
て
翻
刻
を
示
す
。

承
安
五
年
五
月
九
日
自
書
寫 

校
之
、
同

校
或
本
、
以
俊
頼
自
筆
本
重
校
之
、
同
年
之

五
月
十
二
日
堀
川
院
百
首
哥
校
合
之

　
　
　
　
（
※
１
行
空
白
）

木
工
哥
校
散
木
集
了
、
付
件
説
哥
以
別
紙
書

入
了　

此
等
如
本

安
元
ゝ
年
八
月
廿
二
日
自
筆
寫
了
、
此
本

皇
后
宮
亮
本
也　

少
納
言
顕
家
御
判
、
一
校
了

　

ⓐ
は
、
ひ
と
り
陽
明
文
庫
蔵
八
代
集
本
の
み
が
本
行
書
き
、
そ
れ
も
一
文
字
下
げ
で
行
間
を
取
っ
て
書
い
て
い
る
。
よ
っ
て
、
ⓐ
「
以

大
進
殿
本
校 

　

朱
筆
彼
本
勘
物
也
」は
、
本
来
は
行
間
小
字
書
き
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

従
来
説
で
は
、
ⓐ
を
本
行
書
き
と
し
て
読
ん
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
①
の
な
か
で「
大
進
殿
本
」つ
ま
り
清
輔
本
で
校
合
し
た
と
書
い
て

い
る
の
だ
か
ら
、
①
全
体
は
清
輔
が
書
い
た
奥
書
で
は
な
く
、
②
に「
此
本
皇
后
宮
亮
本
也
」と
あ
る
の
で
、
季
経
が
書
い
た
奥
書
と
解
釈

し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
季
経
が
承
安
五
年（1175

）五
月
九
日
に
書
写
校
合
→
同
年
に
或
本
で
校
合
→
俊
頼
自
筆
本
で
校
合
→
承
安
五
年
五

月
十
二
日
に『
堀
河
百
首
』と
校
合
→
清
輔
本『
金
葉
集
』で
校
合
し
て
勘
物
を
朱
筆
で
転
記
→『
散
木
奇
歌
集
』と
校
合
、
と
い
う
順
番
で
、

季
経
が
書
写
と
校
合
を
行
っ
た
と
読
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ⓐ
が
本
来
は
行
間
小
字
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
、
ⓐ
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が
あ
る
べ
き
箇
所
に
一
行
空
白
が
設
け
ら
れ
て
い
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
が
あ
る
こ
と
、
①
の
い
う
承
安
五
年（1175

）は
清
輔
の
存
命
中

で
あ
る
こ
と
か
ら（
治
承
元
年〔1177

〕六
月
没
）、
①
を
ふ
た
つ
に
区
分
し
、
前
半
は
清
輔
の
奥
書
、
後
半
は
季
経
の
奥
書
と
解
せ
ま
い
か
。

以
下
に
別
解
私
案
を
示
す
。

　

ま
ず
前
半
部
。
承
安
五
年
五
月
九
日
、
清
輔
は
何
ら
か
の
本
を
親
本
と
し
て
書
写
校
合
し
、
同
年
同
月
同
日
に「
或
本
」で
も
校
合
し
た
。

重
ね
て
、
俊
頼
自
筆
の『
金
葉
集
』で
も
校
合
し
、
同
年
の
五
月
十
二
日
に
は『
堀
川
百
首
』と
も
校
合
し
た
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
行
取

り
に
従
い
、
こ
こ
ま
で
を
清
輔
の
奥
書
と
し
て
区
切
る
。

　

次
に
後
半
部
。「
木
工
歌
校
散
木
集（
了
）」は
、
撰
者
で
あ
る
俊
頼
の
歌
を
、
俊
頼
の
家
集
で
あ
る『
散
木
奇
歌
集
』を
つ
か
っ
て
校
合
し

た
と
の
意
。
こ
れ
は
清
輔
の
行
為
で
は
な
く
、
②
の「
此
本
皇
后
宮
亮
本
也
」に
従
っ
て
季
経
の
行
為
と
推
定
す
る
。
最
後
の「
付
件
説
歌

以
別
紙
書
入
了
」に
つ
い
て
、
岡
田［1927
］は
、『
散
木
奇
歌
集
』と
の
校
合
結
果
を「
何
か
紙
片
に
書
き
つ
け
て
其
れ
ぞ
れ
適
当
な
と
こ
ろ

に
張
り
込
ん
だ
」と
推
測
し
て
い
る
。
こ
れ
も
連
続
し
て
行
わ
れ
た
季
経
の
行
為
と
み
る
。

　

こ
の
よ
う
に
区
切
る
と
、ⓐ
の
部
分
は
ど
の
よ
う
な
解
釈
と
な
る
か
。
ⓐ
が
六
条
藤
家
伝
来
本
と
し
て
重
要
で
あ
る
は
ず
の
清
輔
本『
金

葉
集
』
に
関
す
る
文
言
な
の
で
あ
れ
ば
、
季
経
の
行
為
と
解
し
た
と
し
て
も
、
な
ぜ
こ
こ
に
敢
え
て
小
字
で
書
か
れ
て
い
る
の
か
、
積
極

的
な
意
図
が
見
い
だ
せ
な
い
。
清
輔
本
が
手
元
に
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
を
親
本
に
す
れ
ば
よ
い
は
ず
だ
。
九
州
大
学
附
属
図
書
館
細
川
文
庫

蔵
本
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
に
は
、
他
の
行
間
小
字
き
部
分
は
あ
る
が
、
ⓐ
の
み
無
い
こ
と
も
、
重
要
で
あ
る
は
ず
の
清
輔
本『
金
葉
集
』

に
関
す
る
文
言
ゆ
え
に
不
審
で
あ
る
。
し
か
し
以
上
の
疑
問
は
、
こ
こ
に
い
う「
大
進
殿
本
」が『
金
葉
集
』で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
分
か
ら

な
い
の
で
あ
っ
て
、
本
行
の「
木
工
歌
校
散
木
集（
了
）」に
か
か
る
注
記

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
読
み
、「
こ
の
校
合
は
清
輔
本『
散
木
奇
歌
集
』を
使
っ
た
」

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
の

意
と
解
す
れ
ば
解
決
し
ま
い
か
。
季
経
は
清
輔
本『
散
木
奇
歌
集
』を
使
っ
て
俊
頼
の
歌
に
つ
い
て
は
校
合
し
、
清
輔
本『
散
木
奇
歌
集
』に

あ
っ
た
勘
物
＝「
件
説
、
歌
」を
、「
別
紙
」に
書
き
込
ん
で
貼
り
付
け
た
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る（
な
お
、
陽
明
文
庫
蔵
八
代
集
本
・
柳
原
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本
と
陽
明
文
庫
蔵
宗
牧
等
寄
合
書
八
代
集
本
と
で
は「
朱
筆
彼
本
勘
物
也
」の
う
ち「
朱
筆
」の
文
言
の
有
無
と
い
う
異
同
が
あ
る
が
、
こ
れ

は「
彼
本
勘
物
也
」と
い
う
文
言
が
朱
筆
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
注
意
書
き
が
本
行
に
紛
れ
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
）。
清
輔
本『
散
木

奇
歌
集
』は
現
存
せ
ず
、
顕
昭
の
用
い
た『
散
木
奇
歌
集
』を
援
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
読
め
ば
、
こ
の
位
置
に
敢
え

て
小
字
で
書
か
れ
て
い
る
理
由
は
説
明
し
や
す
い
。

　

な
お
、
最
後
の「
此
等
如
本
」は
、「
①
を
親
本
の
通
り
に
写
し
た
」と
正
確
さ
を
保
証
す
る
言
葉
か
、
あ
る
い
は「
文
意
が
わ
か
ら
な
い

が
親
本
の
ま
ま
写
す
」
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
①
の
記
述
を
書
い
た
者
で
は
な
く
、
①
を
転
記
し
た
者
、
顕
家
か
、
顕
家
本
を
転
写
し
た
後

人
が
書
い
た
も
の
と
解
し
て
お
く
。

　

以
上
を
要
す
る
に
Ｂ
類
奥
書
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

本
云

　

承
安
五
年
五
月
九
日
自
書
寫
畢
校
了〈
同
校
或
本
了
〉

以
俊
頼
自
筆
本
重
校
訖　
〈
同
年
五
月
十
二
日
堀
川
院
百
首
哥
校
合
了
〉
…
…
清
輔
の
奥
書

 

　
〈
以
大
進
殿
本
校
了
〉　　

      〈（
朱
筆
）彼
本
勘
物
也
〉

木
工
哥
校
散
木
集
了
、　

付
件
説
歌
以
別
帋
書
入
了

…
…
季
経
の
奥
書

…
…
「
皇
后
宮
亮
本
」の
奥
書

　
　

 

　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
此
等
如
本
〉 

…
…
顕
家
か
後
人
が
加
え
た
文
言  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
元
ゝ
年
八
月
廿
二
日
自
筆
寫
訖
、
此
本
皇
后
宮
亮
本
也
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少
納
言
顕
家  

…
…
顕
家
の
奥
書

　

清
輔
の
署
名
も
、
季
経
の
署
名
も
な
く
、
②
の「
此
本
皇
后
宮
亮
本
也
」と
い
う
記
述
に
信
を
置
き
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
は
あ
る
が
、
ⓐ

部
分
を
含
め
、
最
も
無
理
な
く
読
め
る
解
釈
か
と
思
う
。

　

右
の
私
案
は
、こ
れ
ま
で
季
経
に
よ
っ
て
書
き
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た「
或
本
」お
よ
び『
堀
川
百
首
』と
の
校
合
は
、清
輔
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
行
為
で
あ
り
、
季
経
は
自
説
を
書
き
込
ん
で
い
な
い
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
季
経
は
、
自
ら
行
っ
た
清
輔
本『
散
木
奇
歌
集
』

と
の
校
合
結
果
も
、
別
紙
に
書
き
込
ん
で
張
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
清
輔
本『
金
葉
集
』の
勘
物
類
と
は
注
意
深
く
区
別
し
た
の
で
は
な

い
か
。
す
べ
て
を
同
じ
よ
う
に
写
し
て
し
ま
っ
て
は
、
清
輔
本『
金
葉
集
』に
由
来
す
る
も
の
が
ど
れ
か
区
別
が
難
し
く
な
る
の
で
、
六
条

藤
家
の
証
本
た
る
清
輔
本
を
保
存
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
処
置
を
し
た
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
右
の
私
案
に
従
う
と
、
朱
筆
で
書
か
れ
た
勘
物
の
み
を
清
輔
本
に
あ
っ
た
勘
物
と
認
め
る
制
限
は
不
要
と
な
り
、
Ｂ
類
奥
書

を
も
つ
諸
本
に
あ
る「
或
本
」や『
堀
川
百
首
』に
関
わ
る
勘
物
は
、
清
輔
本
に
あ
っ
た
勘
物
と
し
て
再
建
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｂ
類
奥
書
を

も
つ
写
本
の
み
か
ら
確
認
で
き
る
勘
物
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、
清
輔
本『
金
葉
集
』に
あ
っ
た
勘
物
の
お
お
よ
そ
の
姿
を
再
建
で
き
よ

う
。

　

で
は
、
Ｂ
類
奥
書
を
も
つ
写
本
の
本
文
の
性
格
や
、
Ａ
類
奥
書
を
も
つ
写
本
の
本
文
と
の
相
違
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
点
を
考
え
る
た
め
に
は
、
Ｂ
類
奥
書
を
も
つ
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
に
あ
る
他
の
奥
書
の
解
釈
が
必
要
と
な
る
。
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五
、
知
家
本
に
関
す
る
問
題

　

Ｂ
類
奥
書
を
も
つ
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
に
あ
る
奥
書
を
掲
げ
る（
国
文
学
研
究
資
料
館「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」の
画

像
に
よ
る
。
ク
に
続
け
て
次
丁
に
永
正
八
年
の
平
貞
光
の
奥
書
が
あ
る
が
省
略
す
る
）。

承
安
五
年
五
月
九
日
自
書
寫 

校
之
、
同

校
或
本
、
以
俊
頼
自
筆
本
重
校
之
、
同
年
之

五
月
十
二
日
堀
川
院
百
首
哥
校
合
之

　
　
　
　
（
※
１
行
空
白
）

木
工
哥
校
散
木
集
了
、
付
件
説
哥
以
別
紙
書

入
了　

此
等
如
本

安
元
ゝ
年
八
月
廿
二
日
自
筆
寫
了
、
此
本

皇
后
宮
亮
本
也　

少
納
言
顕
家
御
判
、
一
校
了 

…
…
ア

寛
元
ゝ
年
九
月
二
日
以
入
道
正
三
位
知
家
卿
自
筆

本
書
写
了
、
件
本
前
左
兵
衛
佐
行
宗
朝
臣
所
借

与
也
、
可
秘
蔵
ゝ
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」 

…
…
イ

宝
治
二
年
秋
之
比
、
被
借
召
右
府
之
後
、
破
損
ゝ
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

…
…
ウ
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本
端
表
紙
裏
書
云
、

此
集
、
白
川
院
御
譲
位
之
末
、
前
木
工
頭
俊
頼
朝
臣
、

依
院
宣
撰
之
。
天
治
元
年
月
日
奉
之
、
大
治
二
年

上
、
奏
覧
之
後
、
再
三
改
直
之
間
、
本
説
ゝ
多
以
相
違
。

如
此
草
子
者
、
和
哥
六
百
六
十
三
首
、
内
返
歌
十
五
首
、

連
哥
廿
首
也
。
如
朱
筆
之
本
秘
本
、

和
歌
六
百
四
十
八
首
、
内
返
哥
十
四
首
、
連
哥
十
八
首
也
。

如
現
存
和
哥

目
録
者
、
和
哥
六
百
五
十
四
首
、
連
哥
十
六
首
。
以
彼

木
工
自
筆
之
本
校
合
之 

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」 

…
…
エ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

柿
本
末
葉
本〈
如
本
〉 

…
…
オ

建
長
二
年　
　
　

七
日
書
写
終
之
、
此
本
者

　
　
　
（
※
１
行
空
白
）

　

兵
部
大
輔〈
雅
〉　

自
筆
本
也 

…
…
カ

于
時
嘉
元
改
元
之
比
中
秋
中
旬
之
候
、
借
他
筆

書
写
之
拭
涙
校
合 

、
努
依
就
道
之
数
寄

曾
忘
出
家
之
本
意
而
巳　
　
　
　
　

桑
門
願
智 
…
…
キ
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于
時
永
享
十
二
年
五
月
十
五
日
書
写
之
、
同
校
合
也

　
　
　
（
※
２
行
空
白
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」 

…
…
ク

　

書
陵
部
本
の
奥
書
に
つ
い
て
は
、
福
田［1972

］、
平
澤［1976

］、
浅
田［1994

］、
井
上［1997

］、
渡
邉［2014

］に
も
考
察
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
解
釈
し
て
い
く
。

　

ア
は
前
掲
。
私
解
で
は
、
承
安
五
年
清
輔
本
が
あ
り
、
季
経
が
そ
れ
を
写
し
つ
つ
、
清
輔
本『
散
木
奇
歌
集
』を
校
合
、
安
元
元
年
に
そ

の
季
経
本
を
顕
家
が
書
写
し
た
、
と
い
う
転
写
過
程
を
先
ほ
ど
推
定
し
た
。

　

イ
以
降
は
、
Ｂ
類
奥
書
を
も
つ
他
本
に
は
な
い
。
寛
元
元
年（1243

）、
某
は
知
家
自
筆
本
を
転
写
し
た
。
こ
の
知
家
自
筆
本
は
、
前
左

兵
衛
佐
行
宗
朝
臣（
平
澤［1976

］・
井
上［1997

］は「
行
宗
」を
知
家
息「
行
家
」の
誤
写
と
み
る
）か
ら
借
り
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い

う
。
知
家
の
奥
書
や
署
名
が
な
い
点
に
疑
問
は
残
る
が
、
知
家
は
顕
家
の
息
子
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
知
家
自
筆
本
は
ア
の
奥
書
を
も
つ
顕

家
本
を
写
し
た
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う（
な
お
後
述
）。

　

ウ
は
、
イ
と
連
続
す
る
某
の
記
述
と
読
む
。
宝
治
二
年（1248

）に
知
家
自
筆
本
か
ら
の
写
し
を「
右
府
」に
貸
し
た
と
こ
ろ
、
破
損
さ
れ

た
と
い
う
。
福
田［1972

］は「
右
府
」を
九
条
忠
実
か
と
推
測
す
る
。

　

エ
は
、
ウ
に
い
う
破
損
の
結
果
、
表
紙
が
傷
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
本
来
は
表
紙
見
返
し
に
書
い
て
い
た
文
言
を
こ
こ
に
書
き
つ
け
た

と
の
意
と
解
釈
す
る
。
内
容
は
Ａ
類
奥
書
に
書
か
れ
て
い
た
、
知
家
本
に
あ
っ
た
と
明
教
が
書
い
て
い
た
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
こ

が
考
察
の
要
点
と
な
る
の
で
後
に
詳
述
す
る
。
な
お
、
Ｂ
類
奥
書
を
も
つ
他
の
写
本
の
表
紙
見
返
し
に
、
こ
の
文
言
は
な
い
。
他
本
が
破

損
後
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
。

　

オ
は
、
改
丁
の
後
に
書
か
れ
て
い
る
。「〈
柿
本
末
葉
〉の
本
で
は
以
上
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
」と
の
意
だ
が
、「
柿
本
末
葉
」と
は
何
か
。
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清
輔
は
承
安
三
年
九
月
に
書
写
し
た『
後
撰
集
』（
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
本
ほ
か
）で「
柿
本
末
生
清
輔
」と
署
名
し
て
お
り
、
両
者
は
極
め

て
類
似
す
る
。
た
だ
し
清
輔
は
、『
古
今
集
』で
は「
和
歌
得
業
生
清
輔
」と
署
名
、「
人
丸
勘
文
」（『
袋
草
紙
』所
収
）で
は「
前
和
歌
得
業
生

山
辺
宿
禰
」、『
奥
義
抄
』で
は「
前
和
歌
得
業
生
柿
下
躬
貫
」と
も
称
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
エ
の
表
紙
見
返
し
の
末
尾
に
あ
っ
た
文
言
と

も
断
言
し
難
い
。
改
丁
し
て
書
い
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
エ
と
は
連
続
せ
ず
、
ア
～
エ
全
体
を
承
け
、
転
写
し
た
者
が
書
き
つ
け

た
文
言
か
。

　

カ
は
、
あ
い
だ
に
あ
る
一
行
の
空
白
が
気
に
な
る
が
、
二
文
は
連
続
し
て
読
ん
で
お
く
。
建
長
二
年（1250

）に
、
ア
か
ら
オ
ま
で
の
記

述
を
も
つ
写
本
を
写
し
た
と
い
う
某
の
奥
書
で
あ
る
。
そ
の
写
本
と
は「
兵
部
大
輔〈
雅
〉」の
自
筆
本
で
あ
っ
た
と
い
う
。
福
田［1972

］は
、

「
兵
部
大
輔〈
雅
〉」を
法
性
寺
雅
平
と
推
定
し
、
雅
平
本
が
反
御
子
左
派
の
歌
人
た
ち
に
よ
っ
て
転
写
さ
れ
て
い
る
事
例
か
ら
、
こ
れ
も
同

派
に
よ
る
書
写
か
と
考
え
て
い
る
。

　

キ
は
、
嘉
元
元
年（1303

）頃
に
願
智
が
転
写
し
た
際
の
奥
書
、
ク
は
願
智
書
写
本
を
永
享
十
二
年（1440

）に
某
が
転
写
し
た
際
の
奥
書

で
あ
る
。

　

以
上
が
お
お
よ
そ
の
内
容
で
あ
る
。
考
察
す
べ
き
点
は
、
エ
の
表
紙
見
返
の
文
言
と
Ａ
類
奥
書
と
の
関
係
で
あ
る
。
再
び
Ａ
類
奥
書
を

掲
げ
る
。此

集
、
白
河
院
御
譲
位
之
末
、
木
工
頭
源
俊
頼
朝
臣
、
依

院
宣
撰
之
。
天
治
元
年　

月　

日
奉
之
、
大
治
二
年
奉
之
。

奏
覧
之
後
、
再
三
改
直
之
間
、
本
ゝ
説
ゝ
多
以
相
違
。
但

如
此
草
子
者
、
和
歌
六
百
六
十
三
首
、
内
返
歌
十
五
首
、
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連
歌
廿
首
也
。
如
朱
筆
之
本〈
秘
本
〉者
、
和
歌
六
百
四
十

八
首
、
内
返
歌
十
四
首
、
連
歌
十
八
首
也
。
如
現
存
和
歌
目

録
者
、
和
歌
六
百
五
十
四
首
、
連
歌
十
六
首
也
。
以
木
工
頭

自
筆
之
本
勘
合
畢
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
…
①
＝
⑥

　

建
長
元
年
十
二
月
十
四
日
、
以
大
宮
三
位
入
道〈
知
家
卿
〉

　

本
書
者
之
。
件
本
以
清
輔
自
筆
本
所
書
也〈
云
ゝ
〉。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
教〈
在
判
〉

 
 （

※
１
行
空
白
）

　

先
人
奥
書
之
本
令
相
伝
之
所
、
去
文
永
七
年
之

　

比
、
為
或
好
士
被
借
失
畢
。
仍
借
請
他
人
書
写
之
本
、

　

為
支
至
要
所
染
筆
也
。

　

建
治
元
年
二
月
廿
二
日　
　
　

證［　

］〈
在
判
〉　　
　
　
　
　
　

」　

　

Ａ
類
奥
書
①
が
書
陵
部
本
の
エ
と
殆
ど
同
一
文
で
あ
る
。
こ
の
文
章
を
以
降
ⓑ
と
呼
ぶ
。

　

書
陵
部
本
に
よ
る
と
、
寛
元
元
年（1243

）に
某
が
み
た
知
家
本（
私
解
で
は
承
安
五
年
清
輔
本
に
遡
る
知
家
自
筆
本
）で
は
、
ⓑ
は
表
紙

見
返
部
分
に
書
か
れ
て
い
た
が
、
宝
治
二
年（1248

）の
破
損
に
よ
り
写
本
末
尾
に
転
記
さ
れ
た
。
一
方
、
Ａ
類
奥
書
に
よ
る
と
、
建
長
元

年（1249

）に
明
教
が
み
た
知
家
本（
某
年
に
清
輔
自
筆
本
を
知
家
が
写
し
た
本
）で
は
、
ⓑ
は
当
初
か
ら
写
本
末
尾
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
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の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
か
、
明
確
な
答
え
を
出
せ
ず
、
い
ま
は
二
つ
の
可
能
性
を
考
え
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
ど
ち
ら

と
も
正
し
く
親
本
通
り
に
奥
書
を
写
し
て
い
る
と
す
る
と
、
清
輔
本
『
金
葉
集
』
は
二
種
類
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
で
あ
る
。

ⓑ
を
表
紙
見
返
し
部
分
に
書
い
た
承
安
五
年
に
清
輔
が
書
写
校
合
し
た
清
輔
本
と
、
ⓑ
を
巻
末
に
書
い
て
書
写
校
訂
年
を
明
記
し
な
い
清

輔
本
の
二
種
類
で
あ
る
。
清
輔
本
勅
撰
集
は
、
清
輔
に
よ
る
校
訂
年
が
異
な
る
複
数
種
類
が
あ
る
の
が
常
態
で
は
あ
る
の
で
、
二
種
類
の

清
輔
本『
金
葉
集
』が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
一
方
で
は
表
紙
見
返
し
に
ⓑ
を
書
き
、
一
方
で
は
断
り
な
く
巻
末
に

書
い
た
の
か
、
ま
た
一
方
は
書
写
校
訂
年
を
書
き
、
一
方
で
は
書
か
な
か
っ
た
の
か
、
な
ど
の
大
き
な
疑
問
が
残
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で

考
え
ら
れ
る
も
う
ひ
と
つ
の
可
能
性
は
、
知
家
に
よ
る
改
変
で
あ
る
。
承
安
五
年
の
清
輔
本
に
発
す
る
、
季
経
→
顕
家
→
知
家
と
伝
え
ら

れ
た
写
本
で
は
、
正
し
く
清
輔
本
の
通
り
に
表
紙
見
返
し
に
ⓑ
を
書
き
、
奥
書
も
そ
の
ま
ま
に
写
し
た
。
一
方
、
明
教
へ
と
伝
わ
っ
た
も

う
一
種
の
写
本
で
は
、
伝
来
を
示
す
奥
書
を
省
略
し
、
ⓑ
も
巻
末
に
移
し
た
と
考
え
て
み
る
の
で
あ
る
。
既
述
の
と
お
り
、
前
者
の
写
本

に
は
清
輔
の
勘
物
が
あ
る
が
、
後
者
の
写
本
に
は
勘
物
が
一
切
な
い
。
伝
来
を
明
示
し
て
勘
物
も
保
存
し
た
証
本
性
の
高
い
本
と
、
伝
来

も
勘
物
も
記
さ
な
い
本
と
い
う
、
二
種
の
写
本
を
知
家
が
作
成
・
所
持
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
で
あ
る
。
反
御
子
左
派
の

人
々
に
多
く
の
歌
書（
と
く
に
私
家
集
）を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
知
家
が
、
自
家
の
証
本
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
か
判
然
と
し
な
い
け
れ

ど
も
、
ど
の
よ
う
な
相
手
に
も
自
家
の
証
本
を
見
せ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
勅
撰
集
で
あ
れ
ば
尚
更
で
あ
ろ
う
。
勅
撰
集
の
証
本
ゆ

え
に
、
知
家
は
家
用
の
写
本
と
、
家
外
用
の
写
本
を
使
い
わ
け
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
清
輔
の
時
点
で
二
種
あ
っ
た
と
考
え
る
よ

り
も
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
蓋
然
性
は
高
い
か
と
思
う
。

　

保
留
点
は
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
清
輔
本『
金
葉
集
』の
配
列
や
本
文
に
つ
い
て
考
え
る
際
は
、
証
本
性
の
高
い
Ｂ
類
奥

書
本
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
重
視
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
Ｂ
類
奥
書
本
に
は
勘
物
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
Ｂ
類
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奥
書
を
も
つ
諸
本
の
配
列
・
本
文
・
勘
物
を
分
析
し
、
次
い
で
Ａ
類
奥
書
を
も
つ
諸
本
の
そ
れ
を
分
析
し
て
、
比
較
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

そ
の
あ
と
で
、
奥
書
を
も
た
な
い
が
Ｂ
類
奥
書
本
と
近
似
す
る
勘
物
を
も
つ
と
さ
れ
る
、
書
陵
部
蔵
飛
鳥
井
雅
章
筆
廿
一
代
集（508-208

）

や
國
學
院
本
と
の
対
校
を
行
え
ば
、
清
輔
本『
金
葉
集
』の
様
態
は
み
え
て
く
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　

六
、
お
わ
り
に

　

以
上
が
、
清
輔
本『
金
葉
集
』の
本
文
・
配
列
・
勘
物
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
分
析
す
る
う
え
で
、
前
提
と
し
て
共
有
し
て
お
き
た
い

事
実
と
保
留
点
と
私
案
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
敢
え
て
初
度
本
・
二
度
本
・
三
奏
本
と
い
う
、
成
立
過
程
に
関
わ
る
従
来
の
枠
組
み
で
各
写
本
を
見
て
は
こ
な
か
っ
た
。『
金

葉
集
』
の
諸
伝
本
の
総
体
と
、『
金
葉
集
』
の
生
成
・
享
受
過
程
の
総
体
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
枠
組
は
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
。
し
か
し
反
対
に
、
従
来
は
こ
の
枠
組
に
囚
わ
れ
す
ぎ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（『
新
古
今
集
』
の
伝
本
研
究
に
似
た
問
題
点
で
あ

る
）。
お
そ
ら
く
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
も
、
初
度
本
・
二
度
本
・
三
奏
本
と
い
う
枠
組
と
の
関
係
を
加
え
て
述
べ
て
し
ま
う
と
、

大
変
な
混
乱
を
う
む
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
い
ち
ど
こ
の
枠
組
を
取
り
払
い
、
奥
書
か
ら
わ
か
る
清
輔
本（
お
よ
び
六
条
藤
家
の
本
）と
い
う

も
の
の
姿
を
、
書
写
校
訂
・
校
合
・
転
写
し
た
人
物
と
そ
の
結
果
う
ま
れ
た
写
本
に
根
ざ
し
て
、
ま
ず
は
捉
え
た
い
と
い
う
狙
い
が
稿
者

に
は
あ
る
。
将
来
的
に
は
、
勝
命
や
為
家
な
ど
の
奥
書
を
有
す
る
他
の
写
本
を
分
析
し
、
奥
書
に
根
ざ
し
た
写
本
ど
う
し
の
関
係
性
を
把

握
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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